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メインエントランス

新宿御苑

赤坂御用地

明治神宮

2016年12月 着工
2019年11月末 竣工
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メインエントランス
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空の杜
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「和」を想起させる、縦格子の「繰り返し」のデザイン

五重塔の垂木

杉の縦格子
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≒6m ≒15m

大屋根トラスへの木材利用
・大屋根トラスに用いる部材は十分な強度のある鉄骨を主体と

しつつ、地震や強風による変形を抑えるための木材を組み合
わせたものとします。

・トラスの木材には、カラマツとスギの2種類の中断面集成材を
用います。

・集成材は、耐久性を考慮し雨掛りを避けた屋根裏で用います。
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■ 構造概要

階 数：地下２階,地上５階 建物高さ：約 47.4m

延床面積：約194,000m2  平面形状：約 325m×.250m

片持ち長さ :約 60m

壁面後退同一フレームの繰り返し

Ｓ造

SRC柱

観客席の斜め梁
（レイカー梁）
→ SRC 梁

鉄と木とのハイブリッド構造

中央リング

先端リング 最高高さ 50m 以下.

直接基礎
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建築基準法が規定する性能
１－１ 最低限の性能「建築基準法」第一条

この法律は、建築物の敷地、構造、設備及び用途に関する

「最低の基準」を定めて、「国民の生命、健康及び財産の保護」

を図り、もつて「公共の福祉の増進」に資することを目的とする。

「日本国憲法」

第二十五条 ［生存権、国の社会的使命］

① すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。

② 「国」は、すべての生活部面について、「社会福祉、社会保障及び公衆衛生の

向上及 び増進」に努めなければならない。

第二十九条 ［財産権］

① 「財産権」は、これを「侵してはならない」。

② 「財産権」の内容は、「公共の福祉に適合」するように、法律でこれを定める。

「公共の福祉の増進」のためであれば「財産権の制限・規制」はＯＫ

⇒ ただし最小限、最低限

つまり、「国の社会的使命」を果たし、「財産権」への干渉を防ぐためには

建築基準法は「最低の基準」でなければならない。 19



□ 新国立競技場の設計条件

所謂、想定外の外乱に対する対応

想定内：建築基準法において規定されている外乱

建築基準法に規定されている地震動

・中地震（震度５強程度）「稀な地震」に遭遇した場合、
建物としての「機能を保持すること」
すなわち、構造部材には残留変形が残らないこと

・大地震（震度６強程度）「極めて稀な地震」に遭遇した場合、
「建物の倒壊を防ぎ、人命を保護すること」
すなわち、建物としては継続使用は不可能でも構わない

大地震後においても継続利用可能な高耐久性建築を目指す

● 今後発生が予想される建築基準法以上の外乱に対して、
建築物として健全であること ⇒ 部材が弾性状態

をどうする？
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■設計クライテリア
・外乱は、レベル1、レベル2および余裕度レベルで設定

外乱のレベルならびに屋根部材のクライテリア

※1 上下動については、レベル2、余裕度レベルにおいて告示波３波、サイト波３波で考慮

※2 風荷重は竜巻や突風を考慮

※3 積雪荷重は、レベル1、レベル2それぞれ設計当時の告示の1.8倍を考慮 （設計後の改正告示の1.29倍）

※4 弾性限耐力(1.1×材料強度)×断面積
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外乱 レベル１ レベル２ 余裕度レベル

地震荷重

稀に発生する地震 極めて稀に発生する地震 レベル２x1.25倍

告示波３波、観測波３波 告示波３波※１、観測波３ 告示波３波※1

サイト波３波※1

クライテリア 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 弾性限耐力以下※4

風荷重
再現期間100年 再現期間500年 藤田スケールF2クラス※2

Vo=36.5m/s Vo=42.5m/s Vo=49.2m/s

クライテリア 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 弾性限耐力以下※4

積雪荷重

再現期間50年 再現期間500年

1.075 N/m2 ※3 1.505 N/m2 ※3

=25(N/m/m2)×43(cm) =25(N/m/m2)×60.2(cm)

クライテリア 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下

21



▼ B2F

▼ B1F

▼ 1F

▼ 2F

▼ 3F

▼ 4F

▼ 5F

2階～4階の上層部は、

レイカー梁とブレース
により剛性を確保

B2階～1階の下層部に
ダンパーを配置し、
地震エネルギーを吸収

B1階のレイカー梁とフ

レームの縁を切ること
で、柔らかな層を実現

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

B2F

Braces

Oil Dampers

レーカー梁

エキスパンション・ジョイント

低層部

メイン架構 サブ架構

ソフトファーストストーリー制振構造

（免震構造と同等の耐震性能を保有）

■高い耐震性能をもつソフトファーストストーリー制振構造
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屋根部分の上下方向応答比較例

■ソフトファーストストーリー制振の地震時応答性能（基本計画時）

免震構造と同等の応答低減効果を実現
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免震 ：0.4G

制振 ：0.8G

耐震 ：2.0G



節 点 数 ： 11,447
要 素 数 ： 29,907

ト ラ ス 要 素 ： 260
梁 要 素 ： 7,641
スプリング要素 ： 2,006

■ 制振効果の確認：振動応答解析結果を主として申請

解析モデル

・フル立体モデルを用いた時刻歴応答解析（0.01秒毎の計算）

・時刻歴応答解析結果によるクライテリアの検証

・水平方向地震動だけでなく上下方向地震動についても考慮

・断面算定部材数（告示波の場合）
部材数×ステップ数
29,907 × 2400 (120秒/0.05） ＝7,000万部材/1ケース （ 256 荷重ケース：約180億部材）

ブロックモデル図
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■ 鉄骨と木材とのハイブリッド部材の採用

木材の使用範囲

ラチス材：国産スギ材
下弦材：国産カラマツ材
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・ 屋根トラスの下弦材と立体的に配置されているラチス材
に、十分な強度のある鉄骨を主体としつつ、地震や強風
による変形・応力を抑えるための木材を組み合わせたハ
イブリッド部材とする。 ⇒ 余裕度レベルで評価
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耐火性能について

● 屋根の主構造に木材を利用する場合
・耐火建築物のため、長期を支持する主要構造部には耐火構造が必要。
耐火木部材の使用
耐火検証法の利用：スタンド部分の内装制限として２時間以上の耐火

が必要

● 屋根の主構造を鉄骨造とする場合
・建設省告示第1399号第4条三項二により床面から４ｍ以上の鉄骨小屋
組みであれば耐火被覆不要

基準法に規定されている外乱に対しては鉄骨造として負担

基準法を超える外乱に対してはハイブリッド部材として負担
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森林認証を得た中断面集成材を使用

落下防止
ボルト

引きボルト

鉄骨(溶融亜鉛メッキ仕上）
接合：ボルト接合

下弦材 元端
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落下防止
ボルト

3
7
0

280

落下防止
ボルト

下弦材 元端 ラチス材



メインスタンド
(直線部分)

バックスタンド

(直線部分)

サイドスタンド
(リング効果)

むくり高さ
約 3.8 m

直線部のむくり
(アーチ効果

サイドスタンド
(リング部分)

リングトラス

アーチ効果

リング効果

片持ちトラス リングトラス

リングトラス
＋直線部むくり

直線部

円弧部

吹き上げ荷重時における屋根先端の変形量 [( ) 値は片持ちトラスの変形に対する比率

■ 構造合理性を追求した屋根架構
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・屋根トラスの地組みユニット化
・基礎、外周SRC柱のPCa化
・プレファブ製品の積極的な利用
・ユニット化、工場製作の促進による現場作業の効率化

■ 工期の厳守
施工性を最優先としたシンプルな架構

・生産性や運搬性の向上
・図面の作成効率の向上
・繰り返し作業による施工性の向上
・徹底的な短工期・コストの縮減
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・屋根トラスはユニット化して架設することにより、工期の縮減を図る。
・１つのフレームを片持ちトラスとして自立できる構造とすることで、スタンド
工事やフィールド工事の進捗に合わせた効率の良い建て方の実現を図る。

■ 効率的な施工の実現

・周方向に同じ形式のフレームを繰り返すことで、同じ作業の繰り返しで完了。
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屋根架構は三角形断面の片持ちトラスを円周方向に連続させた架構形式を
採用。 ２本の上弦材と一本の下弦材を立体的にラチス材で連結。

■ 高力ボルトによる一体化
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プレキャスト段床
プレキャストレイカー梁

■プレファブ化・プレキャスト化による施工の効率化

ハーフプレキャスト床版プレキャスト基礎梁露出柱脚のプレキャスト化
（大成式ネジベース工法）

プレキャストＳＲＣ柱

：プレキャスト化したＳＲＣ部材

鉄筋トラス付きデッキ
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■プレキャストSRC柱・SRC大梁の概要

斜め柱・丸柱
（SRC+ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ）

5F・角柱
（SRC）

5F・外周梁
（SRC）

1～2Ｆ角柱
（SRC）

1～2Ｆ丸柱
（SRC）
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■プレキャスト基礎梁 ～予め確認しておくべき点～

ﾌﾟﾚｷｬｽ
ﾄ

現
場
打
設

放
射
方
向

円
周
方
向

プレキャスト基礎梁の設置状況プレキャスト基礎梁（最大28t）

①プレキャスト工場の製造能力と現場での揚重能力
の確認

⇒ プレキャスト部材の分割数に影響あり

②設備スリーブ位置の確認
⇒ プレキャスト分割位置の調整が必要になる

場合もあり

©日本スポーツ振興センター「新国立競技場整備事業に関する定例ブリーフィング」
第14回（平成29年4月21日）配布資料より

©日本スポーツ振興センター「新国立競技場整備事業に関する定例ブリーフィング」
第14回（平成29年4月21日）配布資料より
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■プレキャスト基礎梁 ～設計上留意すべき点～

円周方向の鉄筋の接合
（グラウト充填型）

ﾌﾟﾚｷｬ
ｽﾄ

現場
打設 放射

方向

円周
方向

プレキャスト基礎梁の断面

機械式継手内のあき
を利用して鉄筋に角
度をつける

基礎梁端部
に機械式継手
を設ける

梁せい
2.45～3.45

ｍ
の3種類

梁幅
0.7～1.1

ｍ
の3種類

©日本スポーツ振興センター「新国立競技場整備事業に関する定例ブリーフィング」
第14回（平成29年4月21日）配布資料より作成

①可能な限り基礎梁の断面を規格化
⇒ 梁幅３種類、梁せい３種類とし、接合部

の配筋詳細を検討

②基礎梁端部に機械式継手（A級）を使用
⇒ 基礎梁に降伏ヒンジを生じさせない設計

③円周方向の基礎梁の接続方法
⇒ 機械式継手内のあきを利用して、鉄筋

に角度をつける
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■観客席の斜め梁（レイカー梁）のプレキャスト化

3層構成のスタンド

1層目 スタン
ド

2層目 スタン
ド

3層目 スタン
ド

バックスタンド側 全景

2層目 プレキャストレイカー梁 設置状況
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レイカー梁 配筋状況

レイカー梁 製品ヤード

■プレキャスト段床 ～二段一体型段床版～

バックスタンド側 全景

二段一体型プレキャスト段床 設置状況

二段一体型段床
とレイカー梁
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段床 配筋・配線状況

段床 製品ヤード




